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主体的な学び
対話的な学び
深い学び

［
対
象
／
教
科
／
科
目
］
２
年
生
／
英
語
／
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
Ⅱ

［
分
野
・
単
元
］『
源
氏
物
語
』「
桐
壺
」
の
原
文
と
英
訳
の
比
較
（
全
１
時
間
。
Ｐ
．43
に
本
時
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

［
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
］
思
考
力
、
表
現
力
、
協
働
性

［
学
習
内
容
］
国
語
科
と
の
教
科
横
断
型
授
業
で
、
既
習
の
『
源
氏
物
語
』「
桐
壺
」
の
冒
頭
部
分
を
英
訳
す
る
こ
と
が

課
題
。
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
の
後
、「
桐
壺
」
の
原
文
と
既
存
の
２
種
類
の
英
訳
と
を
比
較
し
、
気
づ
い
た
こ
と
を

班
ご
と
に
共
有
。
古
文
を
英
訳
す
る
方
法
や
留
意
点
な
ど
を
学
ん
で
か
ら
、
各
自
で
英
訳
を
作
成
し
た
。

単語当てゲーム

ペアの１人がある言葉を英語で説明し、もう１人がその言
葉を当てる「Word Definition Game」を行った。本時
に扱った言葉は、授業内容にかかわる「宮中」と「帝」で、
正解したペアから着席。全員着席した後、土屋先生が各語
の英語での説明を読み上げ、生徒はそれを復唱した。

8:55
本時の概要

つちや・しんいち　教職歴18年。同校に赴任して19年目。英語科教科長。学習塾勤
務後、大学院で英語教育や第二言語習得などの理論を学び、現任校に赴任。現在、授
業動画の配信、執筆、講演等を通じて自身の経験やスキルを公開し、英語教育の向上
に努めている。

学校概要
◎自然豊かな埼玉県狭

さ
山
やま
市の郊外にある私立の中高一貫校。教育方針は、「すべてに

誠をつくし最後までやり抜く強い意志を養う」。進学教育・人間教育・グローバル教
育を３本柱として、学ぶ意義を考える課題解決型学習、海外研修や留学生の受け入れ
などを通じた国際理解教育等、意欲的な教育を展開している。

◎設立　1981（昭和56）年
◎形態　全日制／普通科・理数科／共学　◎生徒数　１学年約300人
◎2021年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、北海道大、東北大、筑波大、東京大、
京都大、神戸大、横浜国立大などに35人が合格。私立大は、青山学院大、慶應義塾大、
上智大、東京理科大、法政大、明治大、立教大、早稲田大などに延べ720人が合格。

授 業 実 践

英
語

他
教
科
の
学
習
内
容
を
英
語
で
学
ぶ
授
業
で
、

生
徒
の
思
考
を
深
め
、複
眼
的
な
視
野
を
養
う

埼
玉
県
・
私
立
西
武
学
園
文
理
中
学
・
高
校
　

土
屋
進
一

発問・課題設定をキーに見る

気づきを発表して共有

各班が「英訳Ａの方が原文に近い」「英語には敬語の概念
がない」などの気づきを発表。土屋先生が、「『時めく』は

“loved”より“was favoured”の方が適切ですか」と投
げかけると、中澤先生は、「『時めく』には受け身の意味があ
るので、後者が適切です」と解説した。

9:25

※プロフィールは、2022年３月時点のものです。
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本
校
に
赴
任
し
て
約
10
年
間
は
、
分
か

り
や
す
い
授
業
こ
そ
が
よ
い
授
業
だ
と
考

え
、
様
々
な
外
部
研
修
に
参
加
し
、
そ
こ

で
学
ん
だ
手
法
を
試
し
て
は
生
徒
の
反
応

を
見
る
と
い
っ
た
試
行
錯
誤
の
連
続
で
し

た
。
あ
る
時
、
授
業
の
冒
頭
で
「W

ord 
D

efinition G
am

e

」を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

生
徒
の
目
が
格
段
に
輝
き
、「
こ
れ
だ
！
」

と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、

生
徒
同
士
が
英
語
で
や
り
取
り
を
す
る
中

で
、
自
身
の
成
長
を
実
感
で
き
る
活
動
中

心
の
授
業
こ
そ
が
、
生
徒
の
心
を
つ
か
み
、

私
自
身
も
楽
し
く
授
業
が
で
き
る
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。
今
で
言
う
、「
主
体
的
・

対
話
的
な
学
び
」
を
通
じ
て
英
語
４
技
能

を
統
合
的
に
伸
ば
し
て
い
く
、
現
在
の
授

業
ス
タ
イ
ル
に
行
き
着
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
徒
が
「
深
い
学
び
」
に
到
達

す
る
よ
う
、
コ
ン
テ
ン
ツ
重
視
の
課
題
に

取
り
組
ま
せ
て
い
ま
す
。
他
教
科
の
学
習

内
容
や
異
文
化
理
解
な
ど
を
、
英
語
で
学

び
な
が
ら
、
英
語
４
技
能
を
統
合
す
る
の

と
同
時
に
思
考
力
も
養
う
授
業
で
す
。
そ

れ
が
、
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
（
＊
）
と
同
じ
考
え
方

で
あ
る
と
、
後
に
知
り
ま
し
た
。

3

5

2

6
本時のキー課題

●
私
が
目
指
す
授
業

コ
ン
テ
ン
ツ
重
視
の
授
業
で

「
深
い
学
び
」
を
目
指
す

古語の説明文選択クイズ

生徒の英訳を講評

土屋先生と国語科の中澤美智子先生が、「やんごとなし」「時
めく」の古語を例に、『源氏物語』の英訳の難しさを英語で
語り合った。次に、古文の授業の復習として、『源氏物語』
に登場する古語の英語での説明文を３つの選択肢から選ぶ
クイズを行い、「御時」「さぶらふ」など、７問を出題した。

ホームステイ先でホストファミリーに『源氏物語』の冒頭部
分を説明するという場面設定で、「桐壺」の英訳を各自で作
成。読み取った内容を自分の言葉で説明するリテリングも
可とした。作成を終えた生徒は、スマートフォンで自分の英
訳を撮影し、その画像をクラス共有のフォルダに送信した。

生徒の英訳をホワイトボードに映し、「“certain”を使って
時代をぼかし、寵愛を“jealous”で表すなど、単語選びが
的確ですね」などと、土屋先生が講評。中澤先生は、「本作
品の素晴らしさを考えるきっかけにしてほしい」とエール
を送った。最後に、各自が自己評価シートに記入した。

9:06

9:309:40

原文と既存の英訳を比較

土屋先生が、本時の課題は「桐壺」の冒頭部分の英訳である
ことを説明。生徒は３～４人ずつの班となり、原文と既存の
２種類の英訳とを比較して、気づいたことを話し合った。机間
指導で、中澤先生は「『思ひあがる』はプライドを高く持つこ
とで、悪い意味ではないよ」などと、古語の意味を解説した。

9:12

オリジナルの英訳を作成

＊ Content and Language Integrated Learning の略で、日本語では「内容言語統合型学習」と訳される。教科やテーマの内容と外国語を組み合わせた学習で、
外国語の習得とコンテンツの理解を等しく重視し、思考力やコミュニケーション能力の育成を図る学習方法。

F
o

r T
e

a
ch

e
r S

e
ctio

n

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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現
代
社
会
は
先
行
き
が
不
透
明
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
う
し
た
時
代
を
生

き
抜
く
た
め
に
は
、
様
々
な
事
象
を
結
び

つ
け
な
が
ら
考
え
、
複
眼
的
な
視
点
で
課

題
に
取
り
組
む
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ

こ
で
、
文
理
融
合
や
教
科
間
の
つ
な
が
り

を
生
徒
が
意
識
で
き
る
授
業
が
必
要
だ
と

考
え
ま
し
た
。

　

４
年
前
、
進
化
論
を
テ
ー
マ
に
し
た
大

学
入
試
問
題
を
授
業
で
扱
っ
た
際
、
理
科

の
教
師
に
解
説
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、

内
容
を
よ
く
理
解
で
き
た
と
生
徒
に
好
評

で
し
た
。
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
の
観
点
か
ら
も
、
教

科
横
断
型
授
業
は
英
語
学
習
に
効
果
的
だ

と
考
え
、
以
降
、
学
期
に
１
回
の
ペ
ー
ス

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
国
語

科
、
地
理
歴
史
・
公
民
科
、
数
学
科
、
理
科
、

家
庭
科
と
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
物
理
と
連
携
し
た
授
業
で
は
、

“
speed”

と“
velocity”

の
違
い
を
テ
ー

マ
に
し
ま
し
た
。
私
が
２
つ
の
英
単
語
の

定
義
を
英
語
で
伝
え
た
後
、
理
科
の
教
師

が
「
速
さ
」
と
「
速
度
」
の
違
い
を
数
式

を
用
い
て
解
説
し
ま
し
た
。“speed”

は
速
度
の
大
き
さ
を
表
し
、“velocity”

感
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

授
業
で
は
、
一
緒
に
授
業
を
行
う
教
師

と
私
と
の
や
り
取
り
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
生
徒
の
反
応
や
生
徒
か
ら
出
さ
れ
る

質
問
を
想
定
し
、
そ
れ
ら
へ
の
対
応
案
を

で
き
る
限
り
用
意
し
て
台
本
を
作
り
、
２

人
で
授
業
の
リ
ハ
ー
サ
ル
も
行
い
ま
す
。

ま
た
、
一
緒
に
授
業
を
行
う
教
師
が
英
語

を
使
う
場
面
を
必
ず
設
け
て
い
ま
す
。
ミ

ド
リ
ム
シ
を
テ
ー
マ
に
し
た
授
業
で
は
、

ミ
ド
リ
ム
シ
が
人
の
栄
養
状
態
の
改
善
に

寄
与
す
る
こ
と
を
家
庭
科
の
教
師
に
、
ま

た
、
理
科
の
教
師
に
は
動
物
と
植
物
の
特

徴
を
併
せ
持
つ
ミ
ド
リ
ム
シ
の
性
質
を
、

そ
れ
ぞ
れ
英
語
で
解
説
し
て
も
ら
い
ま
し

は
一
定
の
ベ
ク
ト
ル
を
持
っ
た
速
度
を
示

す
も
の
だ
と
理
解
す
る
こ
と
で
、
生
徒
は

２
つ
の
英
単
語
の
本
質
的
な
違
い
も
つ
か

め
た
と
思
い
ま
す
。

　

教
科
横
断
型
授
業
で
は
、
事
前
準
備
が

重
要
で
す
。
私
の
場
合
、
一
緒
に
授
業
を

行
う
教
科
の
担
当
と
話
し
合
っ
て
テ
ー
マ

を
決
め
た
後
、
私
が
作
成
し
た
授
業
案
を

た
た
き
台
に
し
て
意
見
を
出
し
合
い
な
が

ら
細
部
を
つ
め
て
い
き
ま
す
。
そ
の
過
程

に
５
時
間
ほ
ど
か
け
ま
す
。

　

本
時
の
準
備
で
は
、
生
徒
に
既
存
の
英

訳
を
提
示
す
る
か
し
な
い
か
が
論
点
に
な

り
ま
し
た
。
中
澤
先
生
と
検
討
し
た
結
果
、

英
語
に
は
尊
敬
語
・
謙
譲
語
と
い
っ
た
敬

語
の
区
分
け
が
な
い
点
や
、翻
訳
に
あ
た
っ

て
は
冗
長
な
部
分
は
あ
え
て
省
略
さ
れ
る

点
な
ど
、
原
文
と
英
訳
と
の
比
較
に
よ
っ

て
、
言
語
や
文
化
、
思
考
法
に
違
い
が
あ

る
こ
と
に
気
づ
い
て
ほ
し
い
と
考
え
、
英

訳
を
提
示
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
原
文

に
忠
実
な
英
訳
と
、
意
訳
的
な
英
訳
の
２

種
類
を
用
意
し
た
こ
と
で
、
生
徒
の
多
様

な
気
づ
き
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

古
語
の
英
訳
（
図
１
）
で
は
、
文
脈
を

踏
ま
え
て
原
文
を
理
解
し
、
そ
れ
に
適
切

な
英
単
語
や
語
句
を
あ
て
は
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
過
程
で
、
丁
寧
に
辞
書

を
引
く
こ
と
の
大
切
さ
や
、
微
妙
な
ニ
ュ

ア
ン
ス
の
違
い
を
考
慮
す
る
必
要
性
を
実

図１　生徒の英訳（例）　

図２　自己評価シート（例）　

※学校資料をそのまま掲載。

※学校資料をそのまま掲載。

●
私
の
発
問
・
課
題
設
定
の
観
点

英
語
と
他
教
科
の
双
方
の
学
び
の
効
果

を
想
定
し
、教
師
２
人
で
細
部
を
検
討
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主体的・対話的で深い学び

た
。
他
教
科
の
教
師
が
英
語
で
話
す
こ
と

に
挑
戦
す
る
姿
は
、
生
徒
に
と
っ
て
も
大

き
な
刺
激
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　

教
科
横
断
型
授
業
の
魅
力
は
、
異
な
る

教
科
に
よ
る
連
携
が
生
む
「
化
学
反
応
」

に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
教
科
ご
と
に
学

ん
で
い
た
事
柄
の
つ
な
が
り
に
気
づ
い
た

時
、
生
徒
の
目
は
輝
き
ま
す
。
そ
れ
こ
そ

生
徒
が
「
深
い
学
び
」
に
達
し
た
瞬
間
で

あ
り
、
私
に
と
っ
て
の
や
り
が
い
に
な
っ

て
い
ま
す
。
自
己
評
価
シ
ー
ト
に
、「
英

語
と
他
教
科
の
つ
な
が
り
が
分
か
り
、
両

教
科
へ
の
興
味
・
関
心
が
高
ま
っ
た
」
と

い
っ
た
感
想
が
書
か
れ
る
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
（
図
２
）。

　

今
後
の
課
題
は
、
教
科
横
断
型
授
業
を

年
間
指
導
計
画
に
組
み
込
む
こ
と
で
す
。

学
期
に
１
回
は
行
っ
て
い
ま
す
が
、
現
状

は
、
単
発
的
な
内
容
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す
。例
え
ば
、英
語
の
授
業
で
ア
パ
ル
ト
ヘ

イ
ト
の
単
元
を
学
習
し
て
い
た
時
、
世
界

史
で
は
近
代
の
植
民
地
政
策
を
学
ん
で
い

る
と
知
り
、
世
界
史
の
教
師
に
具
体
的
な

学
習
内
容
を
聞
き
ま
し
た
。
す
る
と
、
学

習
内
容
に
合
致
す
る
点
が
あ
る
こ
と
が
分

か
り
、
教
科
横
断
型
授
業
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
、
歴
史
的
な
背
景
を
踏
ま
え
た
深
い

学
び
が
英
語
の
授
業
で
実
現
し
ま
し
た
。

　

教
科
横
断
型
授
業
を
意
図
的
に
行
う
た

め
に
は
、
生
徒
が
ど
の
時
期
に
何
を
学
ぶ

の
か
を
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
か

ら
、
英
語
と
他
教
科
の
学
習
内
容
の
つ
な

が
り
を
整
理
し
、
年
間
指
導
計
画
を
組
み

立
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
校
内
の
連
携
に
と
ど
ま
ら
ず
、

他
校
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
も
検
討
中
で

す
。
日
本
全
国
の
先
生
方
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を

共
有
し
、
海
外
に
も
交
流
の
輪
を
広
げ
て

い
く
こ
と
で
、
日
本
の
英
語
教
育
の
底
上

げ
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　　　　　　　　では、 
本時の授業の様子を

ダイジェスト動画で紹介！
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●
成
果
と
展
望

他
教
科
と
の
関
連
を
整
理
し
、

計
画
的
に
教
科
横
断
型
授
業
を
実
施

単元の指導計画

授 業 実 践

【教科・科目】英語・コミュニケーション英語Ⅱ　【分野・単元】『源氏物語』「桐壺」の原文と英訳の比較　【テーマ・作品】『源氏物語』
「桐壺」　【設定時数】1時間　【単元目標】①古文と英語の両方の視点から作品の理解を深める。②翻訳時の背景知識の大切さに
気づく。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価
方法

１

『源氏物語』
「桐壺」の
オリジナル
英 訳の 作
成	

これまで学習した知
識を用いて意欲的に
探究している
【思考力、表現力、
協働性】

①ペアで古文の知識を英語で確認する。
②3～４人ずつの班をつくり、『源氏物語』「桐壺」の原文と英
訳を比較して、気づいたことを話し合う。
③話し合ったことを踏まえ、オリジナルの英訳を作成する。
④生徒のオリジナル英訳を全体で共有し、英語科・国語科の教
師と生徒でディスカッションをする。
⑤自己評価シートに振り返りを記入する。

【主体的な学び】これまで学習した
古文の知識を用いて英語で表現で
きるように指示をする。
【対話的な学び】班で協力して活動
できているか、確認する。
【深い学び】英訳が完成したら、生
徒に説明させ、助言、指導を行う。

自己評価
シート

※土屋先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。

　今回初めて、英語科との教科横断型
授業を行い、私自身にもたくさんの気
づきが生まれました。古語を英語に翻
訳する作業は、生徒だけではなく、私
の言語への関心を高めてくれることと
なったのです。
　例えば、今回扱った英訳の１つは、「父の大納言は亡く
なりて」の箇所を訳すのに「dead」という語を用いてい
ました。あまりに直接的過ぎる表現に違和感を覚え、土屋
先生にお話ししたところ、「私なら『passed	away』と訳
しますね」とのこと。そこで、もう１つの英訳を確認する
と、そちらは「was	no	longer	living」と、婉曲的な表現と
なっていました。今回の授業を通じて、言葉を正確に用い
るよう心がけることはもちろん、より適切な言葉を選択す
ることの大切さ、さらには、より美しい表現を追究するこ
との面白さを改めて感じることとなりました。
　約1000年も前に、『源氏物語』のような文学作品がつ
くられたことを、私たち日本人はもっと誇ってもよいと思
います。生徒たちには、日本人としてのアイデンティティー
を確立し、将来、自信を持って「日本」を世界に発信できる
ような人材になってほしいと思っています。今回の授業が、
そのきっかけになることを願っています。

グローバル人材にふさわしい教養を
国語科・中澤美智子先生
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